
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が再開し、２か月が経ちました。例年であれば、

地域や校外学習等へ出かけ、いろいろな方々とふれあ

い、さまざまことを教えていただくことの多い時期で

すが、今年度はなかなか例年通りの学習というわけに

はいきません。それでも授業や給食、清掃、休み時間

等、子供たちが生き生きと活動する姿を見ると、「や

っぱり学校はいいなあ」と思います。引き続き、感染

症拡大防止の措置を講じつつ、子供たちが三つの花を

咲かせるよう職員一同力を尽くしてまいります。 

さて、先日案内を配布した通り、コロナウイルス感染防止のため運動会を平日に縮小して開催す

ることとなりました。種目等については現在検討しているところですが、伝統ある「新川古代神」

はプログラムに残すことになりました。今月の11日から５、６年生が練習を開始し、14日と28日に

は上島在住の中川さんご夫妻による演技指導も行われました。５年男子は笠をもって、５年女子は

扇子をもってのはじめての挑戦です。最初の練習では６年生が５年生を手取り足取り指導していま

した。わたしが西部小に来て驚いたのは、たくさんの子供たちが休み時間でも踊りの練習を自主的

に取り組んでいる光景でした。ある女子児童に聞いてみますと「手と足を同時に動かしながら覚え

るのが大変難しいです」と答えてくれました。それでも何だかとてもうれしそうで、もっとたくさ

ん練習して上手になりたいというやる気が伝わってきました。恐らく、どの子供たちもこれまでは

下級生として高学年の踊りを間近でみてきたわけですから、自分も５年生になったらかっこよく踊

ってみたいという憧れを抱いていたからではないでしょうか。６年生には練習の時から昨年経験し

た自信と、最高学年の自覚とですばらしい踊りを披露しています。そういえば私が以前勤めていた

滑川中学校で同じような光景を思い出しました。合唱コンクールでは中学３年生のハーモニーに下

級生は圧倒され、先輩の合唱に憧れを抱き、来年こそは先輩を超える合唱にしたいという意気込み

で生徒たちは自主的に練習を取り組みました。身近な憧れの存在が生徒たちを成長させ、卒業式で

も感動の合唱を響かせて巣立っていく伝統が定着しているのです。 

古代神踊りは、約３００年前、市内大浦の西光寺の和尚が先祖の霊をなぐさめるために松明（た

いまつ）をもって踊っていたのがはじまりだといわれています。その後、新川地方の市町村のいた

るところの広場で夜を徹して新川古代神踊り大会が開かれ、現在では毎年ふるさと竜宮まつりの初

日、市民による新川古代神踊りの町流しとして盛大に開催されています。勇壮に踊る男踊りとしな

やかに踊る女踊りに魅了され、たくさんの人々が訪れています。３００年も伝統が継承されている

のも新川古代神保存会のメンバーの方々のたゆまない努力と子供たちへの情熱ある指導の賜でない

かと感じています。今年運動会での西部小の古代神踊りは５・６年生だけによる演技となります。

コロナ禍という厳しい状況の中、これまでの西部っ子の踊りに負けない演技を披露し、「いつかわ

たしもあんな風に踊ってみたい」と下級生に憧れを抱かせるような舞台になってほしいと期待して

います。 

（教頭 角川  誠） 

学 校 便 り   滑川市立西部小学校 R2．7.30 
学校教育目標  「三つの花」を咲かせる西部っ子 

にこにこ花  楽しくあいさつができる子 
ほかほか花  相手の心を思いやることができる子 
きらりん花  キラキラと自分らしく輝く子 



 

 

 

いつもは集会で実施する学校保健委員会を今年度は校内放送で実施しました。事前に子供た

ちから新型コロナウイルスに関する質問をとり、保健委員会が答えていきます。放送内容に合

わせて、各学級では担任の先生がプレゼン画像を提示しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プレゼンで手洗いやマスク、換気の必要性等を提示しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

万が一、学校の友達に感染者が発生しても、あわてずに先生の 

指示に従いましょう。感染者の友達を責めてはいけません。 

今日学習したことを是非家族と話し合ってみてください。みな 

さんの家の人も、家族が安心して暮らせる方法を一緒に考えてく
れるはずです。 

 
みなさんとマスクなしでたくさん話せる日が来るのを楽しみに 

しています。 

 

全校放送をする保健委員 放送を聴いている子供たち 校長先生のお話でスタート 

令和２年度 学校保健委員会 

 感染症予防 －自分たちにできることって何だろう－ 

 辻養護教諭が 

子供たちに学校 

薬剤師さんと学 

校医さんのメッ 

セージを代読し 

ました。 

学校薬剤師 吉田先生のメッセージ 
新型コロナウイルスの終息は見通しがついておらず、長引く可能性が高いと

思います。今後、感染防止対策で疲弊されないようにウイルスを過剰に恐れず
に、周りの状況を見ながら、上手く付き合っていくことが大切だと思います。
子供たちは、感染防止対策の他、食事、運動、睡眠をしっかりとって、免疫力
を高め、感染しにくい体をつくりましょう。 

学校医 毛利先生のメッセージ 

もし新型コロナウイルス感染症にかかってしまった人がいたら、隔離が必要

になり他の人と会えなくなります。この時、かかった人に悪口を言ったり、無

視したりしないでください。温かく見守ってください。 

最後にメッセージを伝える青山PTA会長 

 


